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1. はじめに  

 合成核酸の分析には HPLC での逆相分配分離お

よび UV 検出が行われます。並行して MALDI-TOF

などによる質量分析計により平均分子量の算出を

行い、得られた分子量と合成した核酸の分子量の

比較を行います。この方法では LC の移動相にトリ

エチルアミンなどのイオンペア試薬を添加する必

要があります。 

 本アプリケーションノートでは、HPLC とは異な

る分離メカニズムを持つキャピラリー電気泳動

(CE)により合成核酸を分離し、UV 検出及びシン

グル四重極 CE/MS による検出を行いました。CE

（UV 検出）ではキャピラリーゲル電気泳動モード

（CGE）により分離を行いました。また CE/MS を

用いた測定ではキャピラリーゾーン電気泳動モー

ド（CZE）により分離を行い、合成核酸は多価のイ

オンとして検出されました。これらの多価イオン

をデコンボリューションすることにより、平均分

子量が算出されます。 

 

2. 実験条件 

Oligonucleotide Resolution Standard(各 20-40 

nmol/mL)および Oligonucleotide Ladder Standard

（各 20 nmol/mL）を CE 測定に、合成核酸(PolyT, 

20 mer)を CE/MS 測定に用いました。 

表 1. 試料 

 

表 2. CE 分析条件 

<要旨>  

 キャピラリー電気泳動(CE)およびシングル四重極 CE/MS を用いて合

成核酸の分析を行いました。CE での測定ではキャピラリーゲル電気泳

動モードによる分離により一塩基の差異の試料を分離することが可能

です。またシングル四重極 CE/MS での測定ではキャピラリーゾーン電

気泳動モードが用いられ、合成核酸はデコンボリューション可能な多価

のイオンとして検出されます。本方法では HPLC のイオンペア試薬を用

いることなく、また少量の試料での核酸の測定が実現可能です。 



 

 

表 3. CE/MS 分析条件 

 

3. 結果及び考察 

 図 1 に CE 分析のエレクトロフェログラムを示

します。いずれの試料でも良好な分離を示し、一塩

基の差異を分離することができました。 

図 2, 3 に CE/MS 分析のトータルイオンエレク

トロフェログラム（TIE）、マススペクトルおよびデ

コンボリューション結果を示します。プロトン脱

離イオンとしてデコンボリューションした結果、

分子量 6324.6 と計算され、理論分子量（6325 Da）

に対して誤差の少ない結果となりました。またSIM 

(m/z 1580.6) にて測定を行ったところ、0.02 – 10 

μg/mL の範囲で良好な直線性を確認しました。 

図 1 CE 分析 エレクトロフェログラム 

 

図 2 CE/MS 分析 TIE 

 図 3 マススペクトルおよびデコンボリューション結果 

 

4. まとめ 

合成核酸を CE および CE/MS システムで分析し

ました。CE を用いると、HPLC のイオンペア試薬

を使用することなく、鎖長の異なる核酸を良好に

分離することが可能でした。また CE/MS を用いる

と、合成核酸は多価のイオンとして検出され、デコ

ンボリューションスペクトルから平均分子量の算

出が可能であることが示されました。 
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